
番　

組

宝
生
流
　
連
吟
（
能
楽
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
清
香
会
）

（
十
時
三
十
分
頃
）

東と

う

ぼ

く北

金
剛
流
　
連
吟
（
東
雲
会
）

井い

づ

つ筒

喜
多
流
　
連
吟
（
広
島
明
生
会
）

羽は

ご

ろ

も衣

観
世
流
　
連
吟
（
広
島
集
杉
会
）

竹ち

く

ぶ

し

ま

生

島

宝
生
流
　
連
吟
（
令
和
八
年
度
能
楽
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
能
楽
入
門
講
座
」
受
講
生
）

土つ

ち

ぐ

も蜘



喜
多
流
　
能
学
習
発
表
令
和
八
年
度
こ
ど
も
能
楽
ふ
れ
あ
い
教
室
受
講
生

（
十
一
時
二
十
分
頃
）

西せ

い

お

う

ぼ

王

母
キ
リ

宝
生
流
　
連
吟
（
能
楽
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
緑
樹
会
）

俊し
ゅ
ん
か
ん寛

喜
多
流
　
仕
舞
（
広
島
明
生
会
）

芦あ

し

か

り刈

鞍く

ら

ま

て

ん

ぐ

馬

天

狗

大お

お

え

や

ま

江

山

田た

む

ら村
キ
リ

観
世
流
　
連
吟
（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
若
竹
の
会
）

船ふ
な
べ
ん
け
い

弁

慶
ク
セ

宝
生
流
　
連
吟
（
能
楽
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
羽
衣
会
）

鉢は

ち

の

き木



喜
多
流
　
独
吟
（
広
島
喜
雲
会
）

（
十
二
時
二
十
分
頃
）

井い

づ

つ筒

金
剛
流
　
連
吟
（
豊
雲
会
）
※
幼
稚
園
児
・
小
学
生

羽は

ご

ろ

も衣

敦あ

つ

も

り盛

金
剛
流
　
仕
舞
（
豊
雲
会
）
※
幼
稚
園
児
・
小
学
生

羽は

ご

ろ

も衣
キ
リ

敦あ

つ

も

り盛
キ
リ

敦あ

つ

も

り盛
キ
リ

観
世
流
　
仕
舞
（
広
島
集
杉
会
）

羽は

ご

ろ

も衣
キ
リ



喜
多
流
　
連
吟
（
広
島
喜
長
会
）

（
十
三
時
頃
）

鬼き
か
い
が
し
ま

界

島

特
別
企
画
　
能
楽
ガ
イ
ド
★
広
島

『
能
楽
』
の
魅
力
を
四
流
の
能
楽
師
が
解
り
易
く
ガ
イ
ダ
ン
ス

　
（
所
要
時
間
三
十
分
程
）

観
世
流
能
楽
師　

津
田
和
忠

宝
生
流
能
楽
師　

石
黒
実
都

金
剛
流
能
楽
師　

豊
嶋
晃
嗣

喜
多
流
能
楽
師　

大
島
衣
恵

宝
生
流
　
仕
舞

小こ

う

た歌

観
世
流
　
連
吟
（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
弥
生
会
・
好
謡
会
）　

二ふ
た
り
し
ず
か

人

静
ク
セ



喜
多
流
　
連
吟
（
広
島
喜
雲
会
）

（
十
四
時
十
分
頃
）

女お

み

な

め

し

郎

花

金
剛
流
　
連
吟
（
豊
雲
会
）

杜か
き
つ
ば
た若

観
世
流
　
仕
舞
（
広
島
上
田
観
正
会
）

清き

よ

つ

ね経
キ
リ

二ふ
た
り
し
ず
か

人

静
ク
セ

喜
多
流
　
連
吟
（
広
島
大
島
会
）

鬼き
か
い
が
し
ま

界

島

宝
生
流
　
仕
舞

鵜う

の

だ

ん

之

段

三み

つ

や

ま山



喜
多
流
　
仕
舞
（
広
島
大
島
会
）

草そ

う

し

あ

ら

い

ご

ま

ち

紙

洗

小

町

羽は

ご

ろ

も衣
ク
セ

融と
お
る

観
世
流
　
仕
舞
（
広
島
觀
風
會
）

経つ

ね

ま

さ正

放ほ

う

か

ぞ

う

下

僧
小
歌

花は
な
が
た
み筐

ク
ル
イ

宝
生
流
　
仕
舞

蝉せ

み

ま

る丸

巻ま

き

ぎ

ぬ絹
キ
リ

喜
多
流
　
連
吟
（
広
島
明
生
会
）

大お

お

え

や

ま

江

山



宝
生
流
　
連
吟
（
古
流
会
）

（
十
五
時
四
十
分
頃
）

源げ

ん

じ

く

よ

う

氏
供
養

観
世
流
　
連
吟
（
広
島
観
昭
会
）

海あ

ま士
玉
の
段

喜
多
流
　
仕
舞
（
広
島
喜
雲
会
）

羽は

ご

ろ

も衣

観
世
流
　
連
吟
（
広
島
上
田
観
正
会
）

放ほ

う

か

ぞ

う

下

僧

喜
多
流

仕
舞
（
広
島
大
島
会
）

草そ

う

し

あ

ら

い

ご

ま

ち

紙

洗

小

町

藤
井

法
子
（
小
学
四
年
生
）

地
謡

藤
井

由
美

戸
田

弘
子

大
島

衣
恵

栗
栖
み
ど
り

望
月

陽
子

羽は

ご

ろ

も衣
ク
セ

藤
冨

渚
（
中
学
一
年
生
）

融と
お
る

三
山

雅
代

観
世
流

仕
舞
（
広
島
觀
風
會
）

経つ

ね

ま

さ正

新
居

武
琉
（
中
学
二
年
生
）

地
謡
上
田

拓
司

津
田

和
忠

放ほ

う

か

ぞ

う

下

僧
小
歌

山
崎

真
克

花は
な
が
た
み筐

ク
ル
イ

大
野
真
理
恵

宝
生
流

仕
舞

蝉せ

み

ま

る丸

近
藤

郁
緒

地
謡
荒
井

照
江

石
黒

実
都

坂
本
由
紀
子

巻ま

き

ぎ

ぬ絹
キ
リ

森
山

直
子

喜
多
流

連
吟
（
広
島
明
生
会
）

大お

お

え

や

ま

江

山

上
田

緑

古
田

佳
子

佐
々
木
弥
生

福
永

元
子

野
口
み
ど
り

大
上
寿
美
子

新
田
る
み
子

矢
田
久
美
子



宝
生
流
　
仕
舞

（
十
六
時
二
十
分
頃
）

田た

む

ら村
キ
リ

経つ

ね

ま

さ政
ク
セ

金
剛
流
　
連
吟
　
豊
雲
会

花か

げ

つ月

観
世
流
　
独
吟
（
広
島
觀
風
會
）

実さ

ね

も

り盛
キ
リ

宝
生
流
　
連
吟
（
能
楽
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
紅
葉
の
会
）

楊よ

う

き

ひ

貴

妃

附
　
祝
　
言

（
十
七
時
頃
終
了
予
定
）



　
　
　

仕
舞
あ
ら
す
じ
解
説

西
王
母
（
せ
い
お
う
ぼ
）
／
喜
多
流　
　
　
　
　

　

古
代
中
国
の
仙
女
・
西
王
母
が
三
千
年
に
一
度
実
る
不
老
不
死
の
霊
桃
を
周
の
穆
王（
ぼ

く
お
う
）
に
捧
げ
、
天
下
泰
平
と
長
寿
を
祝
福
す
る
、
明
る
く
華
や
か
な
祝
言
曲
を
舞
い

ま
す
。

芦
刈
（
あ
し
か
り
）
／
喜
多
流　
　
　
　
　

　

貧
苦
の
末
に
生
き
別
れ
た
夫
婦
の
愛
情
と
再
会
を
描
い
た
心
温
ま
る
物
語
。

　

生
活
を
立
て
直
し
た
妻
が
故
郷
（
大
阪
の
摂
津
の
国
）
を
訪
ね
、
落
ち
ぶ
れ
て
芦
を
売

り
な
が
ら
も
前
向
き
に
生
き
る
夫
と
偶
然
再
会
し
、
再
び
連
れ
添
っ
て
都
へ
帰
る
ハ
ッ

ピ
ー
エ
ン
ド
の
物
語
。

鞍
馬
天
狗
（
く
ら
ま
て
ん
ぐ
）
／
喜
多
流　
　
　

　

鞍
馬
山
で
修
行
中
の
牛
若
丸
（
後
の
源
義
経
）
と
彼
に
兵
法
を
授
け
る
大
天
狗
と
の
心

温
ま
る
交
流
を
描
い
た
作
品
。
前
半
の
華
や
か
な
花
見
の
場
と
、
後
半
の
勇
壮
な
兵
法
伝

授
の
場
面
が
対
比
的
で
あ
る
。

大
江
山
（
お
お
え
や
ま
）
／
喜
多
流　
　
　
　

　

源
頼
光
を
は
じ
め
と
す
る
武
将
た
ち
が
、
帝
の
命
を
受
け
、
修
験
者
（
山
伏
）
に
変
装

し
て
丹
波
の
国
の
大
江
山
に
立
て
こ
も
る
鬼
「
酒
呑
童
子
」
を
退
治
す
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

で
華
や
か
な
物
語
。

田
村
（
た
む
ら
）
／
喜
多
流　
　
　
　
　

　

春
の
桜
の
満
開
の
清
水
寺
、
旅
の
僧
が
寺
を
護
る
少
年
に
出
会
い
、
後
に
現
れ
た
武
将
・

坂
上
田
村
麻
呂
の
霊
が
、千
手
観
音
の
加
護
の
も
と
で
悪
鬼
を
退
治
し
た
武
勇
伝
を
語
り
、

舞
う
。

羽
衣
（
は
ご
ろ
も
）
／
金
剛
流

　

漁
師
の
白
龍
は
三
保
の
松
原
で
美
し
い
衣
を
見
つ
け
る
が
、
そ
れ
は
天
人
の
羽
衣
で

あ
っ
た
。
天
人
に
返
し
て
く
れ
と
求
め
ら
れ
、
白
龍
は
「
天
人
の
舞
楽
」
を
舞
う
こ
と
を

条
件
に
衣
を
返
す
。
羽
衣
を
ま
と
っ
た
天
人
は
富
士
山
を
背
に
、
緑
美
し
い
三
保
の
松
原

で
天
女
の
舞
を
舞
い
、
や
が
て
夕
日
で
富
士
が
染
ま
る
頃
、
天
上
界
へ
と
帰
っ
て
い
く
。　

三
番
目
物

敦
盛
（
あ
つ
も
り
）
／
金
剛
流

　

一
ノ
谷
の
合
戦
で
、
当
時
十
六
歳
の
平
家
の
公
達
平
敦
盛
を
討
ち
と
っ
た
熊
谷
直
実

は
、
あ
ま
り
の
痛
ま
し
さ
に
無
常
を
感
じ
、
武
士
を
捨
て
出
家
し
蓮
生
と
名
乗
る
。
敦
盛

の
菩
提
を
弔
う
た
め
、
再
び
か
つ
て
の
戦
場
、
摂
津
国
一
ノ
谷
を
訪
れ
る
。
蓮
生
が
夜
も

す
が
ら
念
仏
を
唱
え
弔
っ
て
い
る
と
、
武
将
姿
の
敦
盛
の
亡
霊
が
現
れ
仇
を
討
と
う
と
す

る
が
、
後
生
を
弔
っ
て
く
れ
る
今
の
蓮
生
法
師
は
敵
で
は
な
い
と
、
回
向
を
頼
み
立
ち
去

る
の
だ
っ
た
。　

二
番
目
物

羽
衣
（
は
ご
ろ
も
）
／
観
世
流

　

春
の
朝
、
富
士
山
の
近
く
、
三
保
の
松
原
に
仕
む
漁
師
・
白
龍
は
、
松
の
伎
に
掛
か
っ

た
美
し
い
衣
を
見
つ
け
ま
す
。
白
龍
が
持
ち
帰
ろ
う
と
す
る
と
、
天
人
が
現
れ
て
声
を
か

け
、
そ
の
羽
衣
を
返
し
て
欲
し
い
と
頼
み
ま
す
。
白
龍
は
、
天
人
の
舞
を
見
せ
て
も
ら
う

代
わ
り
に
、
衣
を
返
す
こ
と
に
し
、
天
人
は
約
束
通
り
月
世
界
の
舞
を
見
せ
ま
す
。
仕
舞

は
、
羽
衣
を
着
た
天
人
が
、
月
宮
の
様
子
、
春
の
三
保
の
松
原
の
美
し
さ
を
舞
語
り
、
や

が
て
夜
明
け
と
共
に
空
へ
帰
っ
て
い
く
場
面
を
致
し
ま
す
。

小
歌
（
こ
う
た
）
／
宝
生
流

　

能
「
放
下
僧
」
の
一
部
を
舞
い
ま
す
。
遊
狂
の
徒
「
放
下
」
に
身
を
や
つ
し
て
親
（
牧

野
左
衛
門
）
の
仇
（
利
根
信
俊
）
を
討
つ
兄
弟
を
主
役
（
シ
テ
・
ツ
レ
）
と
す
る
現
在
物

か
つ
直
面
の
能
で
あ
る
。
放
下
は
、
中
世
に
流
行
っ
た
一
種
の
物
狂
い
で
、
浮
か
れ
興
じ

て
謡
い
舞
う
遊
興
の
徒
で
、
鞨
鼓
、
小
歌
で
す
っ
か
り
気
を
許
し
た
敵
を
討
つ
の
だ
が
、



仕
舞
は
、
こ
の
小
歌
に
合
わ
せ
舞
い
ま
す
。　

四
番
目
物

清
経
（
き
よ
つ
ね
）
キ
リ
／
観
世
流

　

平
清
経
の
妻
の
も
と
に
、
夫
が
戦
へ
の
絶
望
か
ら
海
に
身
を
投
げ
た
と
い
う
報
せ
が
届

き
ま
す
。
妻
が
夫
を
恨
み
泣
き
伏
し
て
い
る
と
、
そ
の
夜
、
妻
の
夢
に
清
経
の
霊
が
現
れ

ま
す
。
妻
は
再
会
を
喜
ぶ
間
も
な
く
、
清
経
の
自
死
に
つ
い
て
責
め
ま
す
が
、
清
経
が
敗

北
を
悟
っ
て
入
水
し
た
最
期
の
様
子
を
語
る
と
、
妻
は
涙
を
流
し
ま
す
。
清
経
は
死
後
、

堕
ち
た
修
羅
道
の
凄
惨
な
有
様
を
舞
語
り
、
し
か
し
最
後
は
入
水
の
前
の
念
仏
に
よ
っ
て

成
仏
で
き
た
こ
と
を
伝
え
て
別
れ
を
告
げ
ま
す
。

　

仕
舞
で
は
、
清
経
の
修
羅
道
を
物
語
る
最
後
の
場
面
を
演
じ
ま
す
。

二
人
静
（
ふ
た
り
し
ず
か
）
ク
セ
／
観
世
流

　

神
前
に
菜
の
新
芽
を
供
え
る
一
月
七
日
。
奈
良
県
吉
野
山
に
て
、
菜
摘
の
女
が
幽
霊
に

取
り
憑
か
れ
昔
語
り
を
始
め
ま
す
。
幽
霊
の
正
体
は
静
御
前
―
―
源
義
経
の
想
い
人
で
し

た
。
女
が
静
の
生
前
の
舞
装
束
を
身
に
纏
う
と
、
隣
に
同
じ
格
好
を
し
た
女
性
―
―
静
の

幽
霊
が
ぼ
ん
や
り
と
浮
か
び
ま
す
。
兄
、
源
頼
朝
に
追
わ
れ
る
源
義
経
と
の
逃
避
行
等
、

悲
し
い
記
憶
を
舞
い
語
り
、
自
ら
の
供
養
を
願
う
の
で
し
た
。

　

仕
舞
で
は
、義
経
と
逃
げ
た
吉
野
山
で
の
心
情
と
情
景
を
舞
い
語
る
場
面
を
致
し
ま
す
。

幽
霊
の
静
と
取
り
憑
か
れ
た
女
の
相
舞
（
二
人
で
の
舞
）
が
見
ど
こ
ろ
で
す
。

鵜
之
段
（
う
の
だ
ん
）
／
宝
生
流

　

能
「
鵜
飼
」（
う
か
い
）
は
、
禁
漁
の
罪
を
犯
し
た
た
め
に
殺
さ
れ
た
漁
師
の
悲
劇
と
、

そ
の
鵜
飼
の
業
の
見
事
さ
、
そ
し
て
「
法
華
経
」
に
よ
る
救
済
を
描
い
て
い
ま
す
。
鵜
之

段
は
こ
の
う
ち
、
鵜
を
捕
え
る
姿
を
演
じ
て
そ
の
楽
し
さ
を
見
せ
、
や
が
て
篝
火
も
消
え

終
わ
る
名
残
惜
し
さ
を
表
現
し
て
い
ま
す
。　

五
番
目
物

三
山
（
み
つ
や
ま
）
／
宝
生
流

　

大
原
の
良
忍
聖
は
大
和
三
山
の
中
、
耳
無
山
の
ほ
と
り
で
一
人
の
女
に
呼
び
と
め
ら
れ

る
。
女
は
三
山
物
語
を
語
り
、
桂
子
と
名
乗
り
回
向
を
頼
み
消
え
失
せ
る
。
弔
い
の
内
、

桜
子
と
桂
子
の
霊
が
現
れ
争
う
が
、
や
が
て
上
人
の
念
仏
を
受
け
恨
み
を
捨
て
て
共
に
成

仏
し
て
ゆ
く
。　

四
番
目
物　

草
紙
洗
小
町
（
そ
う
し
あ
ら
い
ご
ま
ち
）
／
喜
多
流　
　
　
　

　

宮
中
で
の
御
歌
合
せ
の
会
で
大
伴
黒
主
の
相
手
は
小
野
小
町
と
決
ま
り
ま
す
。
小
町
は

歌
の
名
手
。
勝
て
そ
う
に
な
い
と
黒
主
は
小
町
の
私
宅
に
忍
び
入
り
、
小
町
が
翌
日
の
為

に
歌
を
吟
じ
る
の
を
盗
み
聞
き
、
そ
れ
を
万
葉
集
に
書
き
入
れ
ま
す
。
歌
会
の
場
で
小
町

が
歌
を
披
露
す
る
と
黒
主
は
「
そ
れ
は
、
万
葉
集
に
あ
る
。」
と
訴
え
ま
す
が
、
黒
主
の

草
紙
を
洗
う
と
書
き
入
れ
た
歌
だ
け
が
消
え
、
小
町
の
無
実
が
明
ら
か
に
。
小
町
は
黒
主

を
許
し
、
帝
の
前
で
喜
び
の
舞
を
舞
い
ま
す
。

　

仕
舞
は
、
最
後
の
大
団
円
。
小
町
が
晴
れ
晴
れ
と
国
の
平
安
を
祝
い
、
和
歌
の
徳
を
讃

え
、
舞
う
様
子
を
描
き
ま
す
。

羽
衣
（
は
ご
ろ
も
）
ク
セ
／
喜
多
流　

　

三
保
の
松
原
の
漁
師
白
龍
が
、
朝
の
浜
辺
で
春
の
長
閑
な
景
色
を
眺
め
て
い
る
と
、
虚

空
に
花
が
舞
い
音
楽
が
流
れ
良
い
香
り
ま
で
し
ま
す
。
見
廻
す
と
松
に
美
し
い
衣
が
。
家

の
宝
に
と
、
持
ち
帰
ろ
う
と
す
る
と
一
人
の
女
性
が
自
分
の
も
の
だ
か
ら
返
し
て
ほ
し
い

と
頼
み
ま
す
。
天
に
帰
れ
な
い
と
悲
し
む
姿
に
、
白
龍
は
天
人
の
舞
を
見
せ
て
く
れ
る
な

ら
と
、
約
束
し
ま
す
。
喜
ん
だ
天
人
は
衣
を
着
、
月
世
界
の
舞
を
舞
い
な
が
ら
空
へ
空
へ

と
帰
っ
て
行
き
ま
し
た
。

　

仕
舞
は
、
天
人
が
羽
衣
を
着
し
、
音
楽
が
美
し
く
流
れ
る
中
、
舞
う
様
子
を
描
き
ま
す
。

融
（
と
お
る
）
／
喜
多
流

　
「
融
」
と
は
、
源
融
。
八
二
二
年
嵯
峨
天
皇
の
皇
子
と
し
て
生
ま
れ
臣
籍
に
下
り
ま
し

た
が
、
左
大
臣
に
ま
で
上
っ
た
実
在
の
人
物
で
す
。
旅
僧
が
「
融
」
の
広
大
な
邸
宅
「
河

原
院
」
跡
で
休
ん
で
い
る
と
汐
汲
み
の
老
人
が
現
れ
往
事
の
庭
園
や
、
そ
こ
で
の
風
流
の

有
様
を
語
り
ま
す
。
夜
、廃
園
で
旅
寝
す
る
僧
の
前
に
融
大
臣
が
昔
の
ま
ま
の
姿
で
現
れ
、



か
つ
て
の
華
や
か
な
時
代
を
偲
び
名
月
の
下
で
舞
い
、夜
明
け
と
共
に
消
え
た
の
で
し
た
。

　

仕
舞
は
、
曲
の
最
後
の
場
面
。
融
は
月
に
縁
の
あ
る
事
を
様
々
語
り
、
天
は
天
、
地
は

ど
こ
ま
で
も
地
な
ど
と
謡
い
舞
い
、
夜
明
け
と
共
に
消
え
る
有
様
を
描
き
ま
す
。

経
正
（
つ
ね
ま
さ
）
ク
セ
／
観
世
流

　

僧
都
行
慶
は
、
孫
の
よ
う
に
可
愛
が
っ
て
い
た
経
正
の
戦
士
を
嘆
き
、
弔
い
の
宴
を
催

し
て
い
る
と
、
そ
こ
へ
経
正
の
靈
が
現
れ
生
前
の
様
子
を
語
り
、
弔
い
に
よ
っ
て
成
仏
で

き
た
事
を
告
げ
て
消
え
失
せ
ま
す
。

放
下
僧
（
ほ
う
か
ぞ
う
）
小
歌
／
観
世
流

　

父
の
仇
、
利
根
信
俊
を
討
つ
た
め
兄
弟
二
人
は
芸
人
に
扮
し
て
酒
宴
の
席
に
て
舞
い
、

そ
の
面
白
さ
に
気
を
許
し
た
す
き
に
見
事
父
の
仇
討
ち
を
成
し
遂
げ
ま
す
。

花
筐
（
は
な
が
た
み
）
ク
ル
イ
／
観
世
流

　

大
迹
部
の
皇
子
は
、
天
皇
に
即
位
す
る
こ
と
に
な
り
、
寵
愛
し
て
い
た
照
日
の
元
を
去

り
都
へ
と
向
い
ま
す
。
後
に
照
日
の
前
は
帝
の
行
列
と
行
き
会
い
、
そ
の
場
に
て
舞
を
舞

い
、
謡
を
謡
う
こ
と
に
て
二
人
は
目
出
度
く
再
会
を
果
た
し
ま
し
た
。

蝉
丸
（
せ
み
ま
る
）
／
宝
生
流

　
「
蝉
丸
」
は
、
延
喜
帝
の
第
四
皇
子
で
あ
る
盲
目
の
皇
子
・
蝉
丸
の
物
語
で
す
。
彼
は

父
の
命
令
に
よ
り
逢
坂
山
に
捨
て
ら
れ
、
清
貫
に
よ
っ
て
出
家
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
蝉
丸
は

琵
琶
を
弾
き
な
が
ら
自
ら
の
運
命
を
嘆
き
、博
雅
三
位
が
彼
を
慰
め
る
藁
屋
を
作
り
ま
す
。

一
方
、
蝉
丸
の
姉
で
あ
る
逆
髪
は
狂
人
と
な
り
、
逢
坂
山
に
や
っ
て
き
ま
す
。
二
人
は
互

い
の
境
遇
を
語
り
合
い
、
最
後
に
は
涙
な
が
ら
に
別
れ
を
惜
し
む
の
で
す
。　

四
番
目
物

巻
絹
（
ま
き
ぎ
ぬ
）
キ
リ
／
宝
生
流

　

音
無
の
天
神
の
乗
り
移
り
し
巫
女
は
和
歌
の
徳
を
褒
め
称
え
な
が
ら
舞
い
、
さ
ら
に
勅

使
の
願
い
に
応
じ
て
祝
詞
を
あ
げ
、
神
楽
を
舞
い
ま
す
。 

そ
の
う
ち
に
激
し
い
神
が
か

り
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。 

御
幣
も
乱
れ
、
飛
び
上
が
り
、
地
に
臥
せ
る
な
ど
激
し
く
狂

い
舞
っ
た
後
、
や
が
て
憑
い
て
い
た
神
が
上
が
ら
せ
ら
れ
た
と
見
え
、
巫
女
は
正
気
に
立

ち
戻
る
の
で
し
た
。　

四
番
目
物

羽
衣
（
は
ご
ろ
も
）
／
喜
多
流

　

三
保
の
松
原
の
漁
師　

白
龍
が
、
朝
の
浜
辺
で
春
の
長
閑
な
景
色
を
眺
め
て
い
る
と
、

虚
空
に
花
が
舞
い
音
楽
が
流
れ
良
い
香
り
ま
で
し
ま
す
。見
廻
す
と
松
に
美
し
い
衣
が
…
。

　

家
の
宝
に
と
、
持
ち
帰
ろ
う
と
す
る
と
一
人
の
女
性
が
自
分
の
も
の
だ
か
ら
返
し
て
ほ

し
い
と
頼
み
ま
す
。
天
に
帰
れ
な
い
と
悲
し
む
姿
に
、
白
龍
は
天
人
の
舞
を
見
せ
て
く
れ

る
な
ら
と
、
約
束
し
ま
す
。
喜
ん
だ
天
人
は
衣
を
着
、
月
世
界
の
舞
を
舞
い
な
が
ら
空
へ

空
へ
と
帰
っ
て
行
き
ま
し
た
。

田
村
（
た
む
ら
）
キ
リ
／
宝
生
流

　

僧
が
夜
通
し
で
桜
の
木
陰
で
経
を
読
ん
で
い
る
と
、
威
風
堂
々
た
る
武
将
姿
の
坂
上
田

村
麻
呂
の
霊
が
現
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
勅
命
を
受
け
て
、
鈴
鹿
山
の
賊
を
討
伐
す
べ
く
軍

を
進
め
た
が
、
合
戦
の
最
中
に
千
手
観
世
音
が
出
現
し
、
そ
の
助
勢
に
よ
っ
て
、
敵
を
こ

と
ご
と
く
滅
ぼ
し
た
様
子
を
語
り
、
こ
れ
も
観
音
の
仏
力
で
あ
る
と
述
べ
ま
す
。　

二
番

目
物

経
政
（
つ
ね
ま
さ
）
／
宝
生
流

　

琵
琶
の
名
手
平
経
政
は
、
お
仕
え
す
る
御
室
仁
和
寺
の
守
覚
法
親
王
に
拝
借
し
た
名
器

「
青
山
」
を
返
し
て
出
陣
。 

戦
死
の
報
を
き
い
た
親
王
は
憐
れ
ん
で
管
絃
講
を
営
ん
で
弔

う
と
、
か
す
か
な
灯
火
の
か
げ
か
ら
経
政
の
亡
霊
が
出
現
す
る
。　

二
番
目
物



能
の
基
礎
知
識

�

（
公
益
社
団
法
人
能
楽
協
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
一
部
抜
粋
し
た
も
の
を
記
載
）

能
と
は
？

　

室
町
時
代
（
14
世
紀
）
に
成
立
し
た
能
は
、
六
百
年
を
越
え
る
歴
史
の
中
で
独
自
の
様
式
を
磨

き
上
げ
て
き
た
日
本
の
代
表
的
な
古
典
芸
能
で
あ
り
、
同
時
に
、
現
代
に
生
き
る
世
界
の
演
劇
の

一
つ
で
も
あ
る
。
そ
の
特
徴
を
一
言
で
言
え
ば
、
面
と
美
し
い
装
束
を
用
い
、
専
用
の
能
舞
台
で

上
演
さ
れ
る
歌
舞
劇
、
と
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

能
舞
台
の
上
で
は
、日
本
版
コ
メ
デ
ィ
の
狂
言
も
演
ぜ
ら
れ
る
。
能
と
狂
言
は
源
を
同
じ
く
し
、

同
じ
能
舞
台
の
上
で
そ
れ
ぞ
れ
別
の
側
面
を
発
展
さ
せ
て
き
た
。
能
が
歌
舞
劇
と
し
て
、
ど
ち
ら

か
と
言
え
ば
人
間
の
哀
し
み
や
怒
り
、
懐
旧
の
情
や
恋
慕
の
想
い
な
ど
を
描
く
の
に
対
し
、
狂
言

は
笑
い
の
面
を
受
持
ち
、
科
白
劇
と
し
て
洗
練
を
重
ね
て
き
た
。
ま
た
狂
言
の
役
者
は
能
の
中
で

一
役
を
担
っ
て
も
い
る
。
狂
言
に
つ
い
て
は　

別
記
事
で
述
べ
る
こ
と
に
し
、
以
下
し
ば
ら
く
は

能
に
限
定
し
て
解
説
す
る
。

※
別
記
事U

RL　

https://w
w
w
.nohgaku.or.jp/guide/

狂
言
の
基
礎
知
識

代
表
的
な
役
柄

　

能
に
は
ど
ん
な
役
が
登
場
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
現
在
の
上
演
曲
目
は
お
よ
そ
２
４
０
曲
、
そ
の

う
ち
普
通
演
じ
ら
れ
る
の
は
１
２
０
曲
ぐ
ら
い
だ
が
、
能
の
筋
書
き
は
非
常
に
単
純
で
、
登
場
人

物
も
類
型
化
さ
れ
て
い
る
。
代
表
的
な
役
柄
に
は
『
源
氏
物
語
』『
伊
勢
物
語
』
な
ど
の
古
典
文

学
に
登
場
す
る
優
美
な
男
女
の
霊
、『
平
家
物
語
』
で
語
ら
れ
る
「
源
平
の
戦
」
で
死
ん
だ
武
将

の
霊
、
地
獄
に
堕
ち
て
苦
し
ん
で
い
る
男
女
の
霊
、
と
い
う
よ
う
に
、
幽
霊
が
多
い
。
ま
た
、
松

や
桜
な
ど
草
木
の
精
、
各
地
の
神
々
、
天
女
、
天
狗
、
鬼
な
ど
、
人
間
以
外
の
も
の
も
多
く
登
場

す
る
。
こ
う
し
た
も
の
た
ち
が
人
間
の
世
界
に
現
れ
、
我
々
と
交
渉
を
持
つ
の
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
現
実
に
生
き
て
い
る
人
間
が
主
人
公
の
能
も
た
く
さ
ん
あ
る
。
白
拍
子
の
よ
う
な

芸
能
者
、
曾
我
兄
弟
や
義
経
、
弁
慶
な
ど
の
ヒ
ー
ロ
ー
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
ド
ラ
マ
を
繰
り
広
げ
る

ほ
か
、
別
れ
別
れ
に
な
っ
た
親
子
や
夫
婦
の
物
語
で
は
市
井
の
人
々
が
主
役
と
な
る
。
中
国
ネ
タ

の
能
も
多
い
の
で
中
国
人
も
登
場
す
る
が
、
外
国
人
で
あ
る
こ
と
は
出
立
で
示
す
の
み
で
演
技
に

違
い
は
な
い
。

演
者
の
役
割
分
担

　

以
上
の
よ
う
な
作
品
群
を
演
ず
る
人
々
の
側
に
も
、
い
く
つ
か
の
役
割
分
担
が
あ
る
。

　

能
で
は
主
役
の
こ
と
を
シ
テ
と
い
う
。
能
は
徹
底
し
た
「
シ
テ
中
心
主
義
」
で
、
美
し
い
衣
装

も
面
も
観
客
の
目
を
引
き
つ
け
る
舞
も
、
ほ
と
ん
ど
が
シ
テ
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
上
で
述
べ

た
代
表
的
な
役
柄
も
シ
テ
が
演
ず
る
の
が
ふ
つ
う
で
あ
る
。
そ
の
シ
テ
と
応
対
し
、
シ
テ
の
演
技

を
引
出
す
役
を
ワ
キ
と
呼
ぶ
。
す
べ
て
現
実
に
生
き
て
い
る
成
人
男
子
で
、
面
を
つ
け
る
こ
と
は

な
い
。
僧
や
神
官
、
天
皇
の
臣
下
な
ど
の
役
が
多
い
。

　

シ
テ
を
演
ず
る
人
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
（
シ
テ
方
）
と
、ワ
キ
を
演
ず
る
人
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
（
ワ

キ
方
）
は
ま
っ
た
く
別
の
グ
ル
ー
プ
で
、
シ
テ
方
の
役
者
が
ワ
キ
を
演
じ
た
り
ワ
キ
方
の
役
者
が

シ
テ
を
演
じ
た
り
す
る
こ
と
は
な
い
。
シ
テ
方
の
役
者
は
、
シ
テ
や
そ
の
助
演
的
役
割
の
ツ
レ
を

演
じ
る
ほ
か
、
地
謡
（
コ
ー
ラ
ス
）
を
受
け
持
つ
。
地
謡
は
、
情
景
や
出
来
事
、
登
場
人
物
た
ち

の
心
理
な
ど
を
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
的
に
描
写
す
る
ほ
か
、と
き
に
は
シ
テ
や
ワ
キ
に
な
り
か
わ
っ
て
、

彼
ら
の
セ
リ
フ
を
謡
う
こ
と
も
あ
る
。

　

曲
に
よ
っ
て
は
子
供
が
登
場
す
る
こ
と
も
あ
り
、
子
方
と
呼
ば
れ
る
。
子
供
の
役
を
演
ず
る
だ

け
で
な
く
、
天
皇
や
源
義
経
の
役
な
ど
貴
人
の
役
も
演
ず
る
の
が
、
能
の
子
方
の
特
徴
で
あ
る
。

た
と
え
ば
〈
船
弁
慶
〉
の
義
経
は
、
シ
テ
や
ワ
キ
が
表
現
す
る
愛
情
・
忠
誠
心
・
恨
み
等
々
の
向

か
う
先
の
い
わ
ば
マ
ー
ク
と
し
て
の
み
存
在
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
義
経
の
存
在
感
が
強
く
な
り

す
ぎ
ぬ
よ
う
、
あ
え
て
子
方
を
用
い
る
の
で
あ
る
。

　

楽
器
は
、
笛
・
小
鼓
・
大
鼓
と
、
曲
に
よ
っ
て
太
鼓
が
用
い
ら
れ
る
。
能
の
囃
子
は
単
な
る
伴

奏
音
楽
で
は
な
い
。
シ
テ
の
演
技
や
地
謡
等
と
と
も
に
、
一
曲
の
世
界
を
作
り
上
げ
る
た
め
の
大

切
な
要
素
で
あ
る
。
初
め
て
能
を
観
る
人
は
、
特
に
打
楽
器
の
掛
声
に
驚
く
か
も
し
れ
な
い
が
、

こ
の
掛
声
自
体
、
能
の
音
楽
の
一
部
を
な
し
、
内
容
や
場
面
に
あ
っ
た
情
趣
を
生
み
出
し
て
い
る
。

唯
一
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
楽
器
で
あ
る
笛
も
、
た
だ
美
し
く
旋
律
を
奏
で
る
と
い
う
よ
り
は
、
各
場
面

に
ふ
さ
わ
し
い
情
趣
を
醸
し
出
す
よ
う
な
演
奏
を
す
る
。

　

掛
声
と
と
も
に
重
要
視
さ
れ
る
の
が
、「
間
」
と
呼
ば
れ
る
、
楽
器
の
音
の
し
て
い
な
い
部
分

で
あ
る
。
音
は
聞
こ
え
な
く
て
も
、
演
奏
者
は
た
だ
休
ん
で
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
あ
い
だ
も

舞
台
上
に
は
力
が
充
実
し
て
い
る
。

　

狂
言
の
役
者
も
、
能
の
中
に
登
場
す
る
。
物
語
の
舞
台
と
な
る
土
地
の
住
人
や
、
シ
テ
・
ワ
キ

な
ど
の
家
来
な
ど
に
扮
し
、
前
後
の
場
面
を
つ
な
い
だ
り
、
筋
書
を
進
め
た
り
す
る
役
で
、
ア
イ

と
呼
ば
れ
る
。

【
参
考
】
公
益
社
団
法
人
能
楽
協
会
、「
能
の
基
礎
知
識
」、https://w

w
w
.nohgaku.or.jp/

guide/

能
の
基
礎
知
識
、（
入
手
日
：
令
和
六
年
八
月
七
日
）


